
　　　　

2024 年 10 月 8 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節の行事（プール、夏祭り、遠足、クリスマス会、餅つき）
・毎月の避難訓練（火災・地震・不審者）

（別添資料１）

家族支援
保護者様の負担軽減
・レスパイトや就労等でのお預かり
・子育てや障害等に関する相談や情報提供

移行支援
就学に向けた支援の実施
・保護者様への就学を見据えた情報提供
・就学に向け1つでも多くの事が自分で行えるよう支援する

地域支援・地域連携 各関係機関と情報提供を図る 職員の質の向上
・社内研修実施（ミニ研修、事例報告）
・委員会（研修、行事、虐待、感染）
・外部研修や外部講師を招いての研修

支　援　内　容

・食事の際に正しく道具（スプーン・箸）を使えるよう指先の機能を育む
・おやつを通じて、1口でも味を知る事で色々な味を知り、食べられる物を増やしていく
・基本的生活力を身に付ける（トイレトレーニング、着衣脱、身だしなみ）

・基礎的な微細運動、協調運動を意識し個別療育や集団活動へ入れていく（手押し車、ハイハイ、ヒモ通し、洗濯ばさみ　など）
・PMの音楽療育へ参加し、発声をしたり、体を動かしていく
・散歩や遊具遊びなどを通し体幹をつける

本
人
支
援

・個別療育を通して、指先の強化や認知力の向上を目指す（色合わせ、数合わせ、絵カードマッチング等）
・前もって分かりやすい声掛けをしたり、視覚的な支援を用いて見通しのつく支援を行う（ホワイトボード、スケジュールボード）

・自分の気持ちを理解し、他者に伝えられる練習をしていく（気持ちのラベリングを行う）
・遊びの中で物の名前や、正しい伝え方、言葉遣いを学んでいく（ごっこ遊び、絵本）
・ハンドサインや絵カードを活用しコミュニケーションの手段を増やす

・遊びや社会の中でルールがある事を伝えていく
・共同遊びが行えるよう、スタッフが介入しながら一緒に遊ぶ事が出来るように関わっていく

支援方針 ・日課の流れに沿って活動を行い、少しずつ出来る事を増やしていけるよう支援する

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・最高の品質と心のこもった行動を通じて利用者様とその家族の笑顔と明るい未来の為に貢献していく
・障がい者が、生まれ育った地域の中で安心してずっと生活して年をとっていけるお手伝いができる会社になる

事業所名 ワンセルフあしかど 作成日支援プログラム（様式）


